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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成31年1月17日(2019.1.17)

【公開番号】特開2016-110140(P2016-110140A)
【公開日】平成28年6月20日(2016.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2016-037
【出願番号】特願2015-233845(P2015-233845)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３３１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３２５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３８１　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月29日(2018.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結晶性樹脂及び非晶性樹脂を含有するトナー粒子を有するトナーであって、
　該トナーが、下記式（１）を満たし、
　該トナー粒子が、該非晶性樹脂のマトリクスの中に該結晶性樹脂のドメインが存在する
マトリクス－ドメイン構造を有し、
　該結晶性樹脂のドメインの９０個数％以上が、直径０．０５μｍ以上０．５０μｍ以下
のドメインであり、
　該結晶性樹脂のドメインの下記式（２）で算出されるＳＦ１が、１００以上１３０以下
である
ことを特徴とするトナー。
　　０．００≦（Ｗｔ２／Ｗｔ１）≦０．５０　　　　　式（１）
［式（１）において、
Ｗｔ１は、該トナーの示差走査熱量計（ＤＳＣ）を用いた測定において、１回目の昇温時
の結晶性樹脂由来の融解熱量（Ｊ／ｇ）を表し、
Ｗｔ２は、該トナーの示差走査熱量計（ＤＳＣ）を用いた測定において、２回目の昇温時
の結晶性樹脂由来の融解熱量（Ｊ／ｇ）を表す。］
　　ＳＦ１＝（ＭＬ２／Ａ）×（π／４）×１００　　式（２）
［式（２）において、ＭＬは結晶性樹脂のドメインの絶対最大長を表し、Ａは結晶性樹脂
のドメインの投影面積を表す。］
【請求項２】
　前記トナー粒子が、前記結晶性樹脂を１０質量％以上４０質量％以下含有する請求項１
に記載のトナー。
【請求項３】
　前記結晶性樹脂の融点が、５０℃以上１００℃以下である請求項１又は２に記載のトナ
ー。
【請求項４】
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　前記結晶性樹脂が、結晶性ポリエステル樹脂である請求項１～３のいずれか１項に記載
のトナー。
【請求項５】
　前記非晶性樹脂が、非晶性ポリエステル樹脂である請求項１～３のいずれか１項に記載
のトナー。
【請求項６】
　前記結晶性樹脂が、結晶性ポリエステル樹脂であり、前記非晶性樹脂が、非晶性ポリエ
ステル樹脂である請求項１～３のいずれか１項に記載のトナー。
【請求項７】
　前記結晶性ポリエステル樹脂が、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナンジオール
、１，１０－デカンジオール、１，１１－ウンデカンジオール、１，１２－ドデカンジオ
ール、１，１３－トリデカンジオール、１，１４－テトラデカンジオール、１，１８－オ
クタデカンジオール、及び１，２０－イコサンジオールからなる群より選択される少なく
とも１種を含むジオール成分と、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、１，９－ノナ
ンジカルボン酸、１，１０－デカンジカルボン酸、１，１１－ウンデカンジカルボン酸、
１，１２－ドデカンジカルボン酸、１，１３－トリデカンジカルボン酸、１，１４－テト
ラデカンジカルボン酸、１，１６－ヘキサデカンジカルボン酸、及び１，１８－オクタデ
カンジカルボン酸からなる群より選択される少なくとも１種を含むジカルボン酸成分と、
を縮重合して得られた樹脂であり、
　前記非晶性ポリエステル樹脂が、下記一般式（１）：

（上記一般式（１）中、Ｒは、エチレン基又はプロピレン基を示し、ｘ及びｙは、それぞ
れ、１以上の整数であり、かつ、ｘ＋ｙの平均値は、２以上１０以下である。）で表され
るビスフェノール誘導体を含むアルコールモノマー成分と、フマル酸、マレイン酸、無水
マレイン酸、フタル酸、テレフタル酸、トリメリット酸、及びピロメリット酸からなる群
より選択される少なくとも１種を含むカルボン酸モノマー成分と、を縮重合して得られた
樹脂である
請求項６に記載のトナー。
【請求項８】
　前記結晶性ポリエステル樹脂が、１，９－ノナンジオール、及び１，１２－ドデカンジ
オールからなる群より選択される少なくとも１種を含むジオール成分と、セバシン酸を含
むジカルボン酸成分と、を縮重合して得られた樹脂である請求項６又は７に記載のトナー
。
【請求項９】
　前記トナーが、乳化凝集トナーである請求項１～８のいずれか１項に記載のトナー。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか１項に記載のトナーを製造するトナーの製造方法において、
　該製造方法が、
　前記非晶性樹脂の微粒子を分散した非晶性樹脂微粒子分散液、及び前記結晶性樹脂の微
粒子を分散した結晶性樹脂微粒子分散液を混合し、該非晶性樹脂の微粒子、及び該結晶性
樹脂の微粒子を含む微粒子を凝集して凝集粒子を得る凝集工程、及び、
　該結晶性樹脂の示差走査熱量計（ＤＳＣ）で測定される結晶融解ピークのオンセット温
度以下の温度に設定された融合処理温度で、該融合処理温度における該非晶性樹脂の良溶
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媒であって、該結晶性樹脂の貧溶媒である有機溶剤を添加して、該凝集粒子を融合処理す
る融合工程
を有することを特徴とするトナーの製造方法。
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